
北海道大学構内における24時間セルフサービス型自転車共有システム運用の 

実現可能性に関する研究* 

Feasibility study of 24-hour self-service cycle sharing system management in Hokkaido University campus* 
 

皆川洸太**・田畑要輔***・崎谷唯比古****・加藤亮*****・萩原亨******・加賀屋誠一******* 

By Kota MINAGAWA**・Yosuke TABATA***・Tadahiko SAKITANI****・Ryo KATO***** 
・Toru HAGIWARA******・Seiichi KAGAYA******* 

 

１．はじめに 

 

（１）本研究の背景 

我が国の交通体系は高度に発達しており、特に都市

部においては公共交通機関や自動車を用いて不自由な

く移動することが出来る。しかし、環境への配慮が求

められている昨今、クリーンで経済的な交通手段が求

められており、特に交通機関としての自転車に注目が

集まっている。 

自転車での移動はCO2を排出しないだけではなく、短

中距離の移動においての利便性や移動速度に優れてい

る。また、自転車の利用は健康維持にも資することが

出来る。つまり、自転車の利用を促進することは、過

度に自動車交通に依存した社会からの脱却を図り、環

境・交通・健康に関する問題について一体的、総合的

な対策を講じることにもなるのである。 

海外では、1台の自転車を数人で共有して利用するサ

イクルシェアリングがフランスのヴェリブ(Velib)をは 

じめ、欧州を中心に導入されており、一定の成果を挙

げている1)。サイクルシェアリングは自転車を所有して

いない人も気軽に利用できる移動手段の一つとして認

識されており、公共交通機関を補完する意味合いも持

つ。 
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札幌市中心部では自転車利用が活発であるが、それ

は個人所有によるものであり、サイクルシェアリングの

導入はされていない。札幌駅周辺のレンタサイクル店は、

主に観光客の利用を想定しており、地域住民や通勤者の

足としての役割を担ってはいない。貸出・返却を同一の

店舗で行うものや利用料金が一日単位のものが多く、日

常的にレンタサイクルを利用したい場合には不都合が生

じる可能性がある。また、札幌市中心部で自転車を利用

する人が多いのにも関わらず中心部に駐輪場が不足して

おり、歩道上に多くの自転車が雑然と駐輪され、歩行空

間を阻害している状況が散見される。その中には放置自

転車も多く、毎年多くの自転車（平成 15 年度には

18,273台2））が札幌市により撤去されている。 

札幌市での状況と同様に、北海道大学構内において

も自転車の駐輪状況は悪く、もはや使用者のいない自転

車が多く放置されている。新規に入学した学生が、自転

車を購入し、卒業時に自転車を構内に放置したり、冬季

に雪に埋もれてしまった自転車を捨ててしまったりする

ことがその一因として挙げられる。 

また、北海道大学のキャンパスの特徴として、南北

に約 2.5km、東西に約 1.0km の広大なエリアに講義棟や

研究棟が点在しており、キャンパス内の移動には自転車

や構内循環バスが使われている。自転車交通は北海道大

学構内またはその周辺への学生や教職員の交通手段とし

てのニーズが高いため、構内へサイクルシェアリングを

導入しやすい環境にある。 

 

（２）本研究の目的 

本研究では、北海道大学構内で「北大自転車MOTTAIN

AIプロジェクト」と題した、サイクルシェアリングサー

ビスの社会実験を実施した。この社会実験の実施を通じ

て、本研究では以下の5つの事項を目的とする。 

① 北海道大学構内の放置自転車を有用な資源として

捉え、「MOTTAINAI」の精神で有効な活用先を見出すこ

と。 

② 放置自転車の活用先を提供することにより、放置

自転車の数量を減少させ、構内の美観に資すること。 



③ 学生、教員、観光客などの構内移動の手段として、

サイクルシェアリングを提案し、新たな交通手段として

シェアサイクルという選択肢を提供すること。更には、

個人所有による自転車の利用からシェアサイクルの利用

への転換を啓発し、自転車の「所有化」から「共有化」

という利用形態変化を促すこと。 

④ サイクルシェアリングの需要があるか、独自に開

発した貸出管理システムが実用に耐えうるか、サイクル

シェアリングを導入する際の課題は何であるかを探るこ

と。 

⑤ サイクルシェアリングの規模を拡大し、札幌市中

心部での運用をすることが可能であるかを検討すること。 

 

２．本社会実験の内容 

 

（１）実験の特徴 

「北大自転車 MOTTAINAI プロジェクト」の特徴は、

以下の3点である。 

① 乗り捨てが可能：北海道大学キャンパス内に 3 箇

所のステーションと呼ばれる貸出・返却拠点を設置し、

ステーション間での乗り捨てを可能とした。乗り捨て可

能とは具体的には、どのステーションからでもシェアサ

イクルを借りることができ、どのステーションにもシェ

アサイクルを返却することができるということである。 

② 貸出システムの自動化：携帯電話を利用した全自

動貸出管理システムを独自に開発した。貸出や返却をは

じめとした日常の手続きにかかる人的コストの大幅な削

減を可能とし、システムの持続可能性を高めた。さらに、

このシステムの自動化により、24 時間いつでもシェア

サイクルを貸出・返却することが可能となった。 

③ リサイクル自転車の活用：プロジェクトの名前に

も使用した”MOTTAINAI”の精神で、リサイクル自転車を

利用した。 

 

（２）実験の期間 

昨年度の社会実験は 2008 年 8 月 1 日より 2008 年 11

月 30 日までの 4 ヶ月間実施した。昨年度の実験結果を

もとにシステムの改善を行い、今年度以降の実施も検討

する。 

 

（３）実験実施エリア 

北海道札幌市の北海道大学・札幌キャンパス内にス

テーションを3箇所設置した（図－１）。各ステーショ

ンにはステーション情報を示す看板（図－２）を配置し、

看板には貸出および返却手続時に使用する二次元バーコ

ードを取り付けた。 

（４）シェアサイクル 

昨年度の社会実験では、北大生協から提供を受けた2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市営地下鉄南北線札幌市営地下鉄南北線
北北1818条駅条駅

札幌市営地下鉄南北線札幌市営地下鉄南北線
北北1212条駅条駅

札幌市営地下鉄南北線札幌市営地下鉄南北線

さっぽろさっぽろ駅駅

札幌市営地下鉄南北線札幌市営地下鉄南北線
北北1818条駅条駅

札幌市営地下鉄南北線札幌市営地下鉄南北線
北北1212条駅条駅

札幌市営地下鉄南北線札幌市営地下鉄南北線

さっぽろさっぽろ駅駅

 
図－１ ステーション配置図 

 

 

 図－２ ステーション看板に貼付したポスター 

 

0台のリサイクル自転車をシェアサイクルとして使用し

た。各シェアサイクルには1～20までの号車番号を割り

当て、識別を可能にするためにステッカーを貼った。ま

た、各シェアサイクルには数字4桁の番号（開錠番号）

で開錠することができるボタン式リング錠を取り付けた。

利用者は利用開始時に4桁の開錠番号の通知を受け利用

することができる。 

 

（５）貸出方法 

利用者は自身の携帯電話で各ステーションに設置さ

れた二次元バーコードを読み取り、専用Webサイトにア

クセスする。会員番号と暗証番号でログイン後、一覧表

示された利用可能なシェアサイクルを選択する。シェア

サイクルの開錠番号が画面上に表示され、同時に携帯電

話宛にメールで送信されて貸出手続きが完了する（図－

３）。 

 

（６）返却方法 

返却は、貸出時と同様にステーションで二次元バー



コードを読み込み、画面の指示に従って手続を行うこと

で完了する。手続完了と同時に確認のメールが携帯電話

宛に送信される（図－４）。貸出・返却は実験期間中、

24時間行うことができる。 

 

（７）利用条件・料金 

2008 年度の社会実験では、1 回の利用は 6 時間まで

とし、利用料金は利用回数に関わらず無料とした。ただ

し、サービスの利用にあたっては2,000円のデポジット

（預かり金）を申し受け、サービス利用の保証金とした。

デポジットはサービス終了時に返還した。 

1 回の利用で 6 時間を超えた場合は、返却から 48 時

間を利用停止とするペナルティーを科した。 

また、デポジットを申し受ける際に利用規約に署名

をしてもらい、規約に同意を求めた。 

 

（８）管理 

日常的な管理は北海道大学工学部・大学院工学研究

科・社会基盤計画学研究室の学生が中心となって見回り

点検を毎日1回行った。主な点検項目は各ステーション

の設備に不備がないか、シェアサイクルが整備されて利

用可能な状態か、ステーション内への一般自転車の駐輪

がないかの3点である。セキュリティ向上と不正利用防

止のために、定期的なシェアサイクル間でのリング錠の

交換と二次元バーコードの交換も行った。 

利用状況などの各種情報は管理用サイトで確認する

ことができ、管理者が定期的に確認した。また、利用制

限時間を大幅に超えて利用している利用者やステーショ

ン間でのシェアサイクルの偏りが発生すると、管理者の

携帯電話宛にメールが送信される。管理者は必要に応じ

て利用者への警告やシェアサイクルの移動を行った。 

 

（９）キャンペーン 

a）週末は長めに乗っちゃぉ♪キャンペーン 

2008年9月26日から同年11月30日の毎週末に限り、利

用促進のため利用制限時間を最大24時間まで延長するキ

ャンペーンを行なった。期間中の毎週金曜日午後5時か

ら翌週月曜日午前6時までに貸出手続きが行なわれたす

べての利用を対象とし、利用時間が貸出手続きから24時

間後までか翌週月曜日の正午までのいずれか早いほうま

で延長される。 

b）利用後アンケート実施 

2008年9月28日返却分より、返却手続き完了ページの

リンクから返却後1時間以内にアンケート回答ページか

らアンケートに任意回答してもらった。アンケート回答

者の中から毎週抽選で10名に利用制限時間を24時間まで 

延長できる「24時間利用クーポン」をプレゼントした。 

 

 
 図－３ 貸出の流れ 

 

 

 図－４ 返却の流れ 

 

 

 図－５ 獲得会員数の推移 

 

クーポンは当選した会員の電子口座に保管され、発行日

から2週間以内の任意の1回の貸出に適用できる。 

 

３．社会実験の結果 

 

2008年度の社会実験の獲得会員数は正会員が33名、

仮会員が11名の計44名であった（図－５）。仮会員とは

会員登録は完了しているがデポジットを納めていない会

員のことである。仮会員はサービスを利用することはで

きない。 

貸出総件数は、499 件であった。各ステーション間の

利用状況を図－６に示す。図－６より生協会館店ステー

ションが最も利用されていることがわかる。これは、札

幌駅に最も近いという地理的な要因があると考えられる。



また、9 月以降に 1,2 年生の会員が増加したため教養ス

テーションの利用が増加した。 

貸出総数499件で、日平均4.09回の貸出があった（最

も利用の多かった10月は平均7.38回の貸出）。また、そ

の中でも乗り捨て利用は300件あり全体の約6割を占めて

いる。これにより本社会実験の特徴である乗り捨て可能

なサービスの需要を確認できた。 

シェアサイクル返却後に毎回実施した利用後アンケ

ート（総回答数213件）によれば、シェアサイクルの利

用には92.0％が「満足」と答えている（図－７）。また、

利用目的は「研究・講義」が78.4％で最も多い（図－

８）。利用エリアは「北海道大学構内」が89.2％、「札

幌駅」、「北区」が合わせて9.9％（図－９）で、会員

の大部分を占める学生・教員が通勤通学あるいは講義の

ための構内移動に利用した例がほとんどで、残りは札幌

駅や北区などに買い物、食事のために利用した例が多い。 

構内の放置自転車の減少の効果は社会実験の規模が

まだ小さいため見られていないが、リサイクルされた自

転車の活用先としてシェアサイクルを提示することはで

きた。 

 

４．課題とまとめ 

本研究では、独自に開発した全自動貸出管理システム

と利用者自身の携帯電話の利用により24時間セルフサー

ビス型自転車共有システムを構築し、北海道大学構内で

の社会実験という形でその実現可能性を探った。 

また、「MOTTAINAI」の精神のもとリサイクル自転車

を活用することで、環境に配慮しかつ低コストで利便性

の高いシェアサイクルという交通の選択肢を提示し、自

転車の「所有化」から「共有化」への道筋を示した。 

ステーションを増設し、運営規模を大学周辺から札

幌市中心部に拡大することができれば新たな交通手段と

して広く認識される可能性がある。今後の拡大に伴う多

くの課題に対応し、サービスの改善を続けていくことで

将来的に「自転車の共有化」の実現が期待できる。 

サイクルシェアリングの課題についてもある程度把

握できた。まず、不正利用によるリスクが高いことであ

る。ステーション以外での手続や控えられた施錠番号を

用いての手続無しの不正利用が実際に認められた。また、

施錠がリング錠のみであるため、施錠番号の漏洩や鍵の

物理的破損による盗難の危険性もある。 

シェアサイクルの利用中の故障は、会員の負担で修

理を行う規定だが、故障したシェアサイクルをそのまま

ステーションに返却される恐れもある。 

また、サーバー、学内ネットワーク及び携帯電話通信網

のいずれかに障害が発生すると、各種手続きに時間を要

したり、手続が完了しないという可能性がある。 

規模拡大と持続性の向上のために、シェアサイクル 
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図－６ 各ステーション間での利用状況（回） 
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図－７ 利用後アンケートによる満足度調査 
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図－８ 利用後アンケートによる利用目的調査  
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図－９ 利用後アンケートによる利用エリア調査

 

 

の数とステーション数、会員数を増やすこと、また、会

員属性の多様性の向上、そして適切な利用料金の設定と

徴収などが今後の主な課題である。現状では100％外注

に頼っている整備やメンテナンスを内製化し、日常的な

見回りなどの管理の効率と効果を高めることも課題であ

る。将来的にはICチップなどによる管理などにより、よ

り簡便で、セキュアな完全無人システムを目指すことが

求められる。同様の方式を用いたレンタサイクル導入の

試みは愛媛県の松山市でも行われており、今後の社会的

な広がりが期待できる３）。 
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